
・特許庁は、2022年6月23日に「グリーン・トランスフォーメーション技術区分表（GXTI）」を公開。 

・GX技術が分類されており、各技術区分に対応する特許検索式（IPC+キーワード）も全て公開されている。 

・特許庁は、GXTIを2021年コーポレートガバナンスコード改訂に対応する知財情報開示の一助とすることを提案している。 

2022年6月27日 特許業務法人HARAKENZO 

 WORLD PATENT & TRADEMARK 
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GX技術の知財情報開示・活用に有用な「GXTI」 

１．グリーン・トランスフォーメーション技術区分表（GXTI: Green Transformation Technologies Inventory） 

２．GXTIの構造と活用 

大区分（gxA～gxE, gxY） 
GX技術を５つのカテゴリーに分類。 

加えて大区分gxYとして、IT関連４カテゴリのクロス分類も存在。 

GX技術を階層的に分類 

大区分 中区分 小区分

gxA エネルギー供給

01 太陽光発電

GXTIと特許調査 

GXTIは、2010年にWIPOが公開したWIPO IPC Green 
Inventory（環境親和的技術とIPCとの対応表）の発展形と
も言える。GXTIは、今後のGX技術分類における国際標準と
なり得る。 

http://www.harakenzo.com/jpn/sdgs/
http://www.harakenzo.com/jpn/sdgs/
https://www.jpo.go.jp/resources/statistics/gxti.html
https://www.wipo.int/classifications/ipc/green-inventory/home
https://www.wipo.int/classifications/ipc/green-inventory/home
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